
 

※ このテクニカル講座は、Ver 4.01a を基に作成しております。

 

 

【積算書】プログラムを使って、見積書を作成してみましょう。積算書データは、新規作成をし、

必要な項目を追加して作成したり、【自動積算拾い出し】プログラムを使って、図面内容から積

算書を作成したりすることができます。 
今回は、これらの積算書データを作成や印刷するための設定、項目の追加・修正などについて解

説していきます。 

 

 

 

 

 
 

■ 01. 見積側データ設定  

 

見積もりをする自社の内容を設定します。この内容は、見積書表紙に印刷されます。 

 

[設定]メニュー／[見積側データ設定]を選択します。 

[見積側データ設定]ダイアログが表示されます。 

 

各項目を入力し、[了解]ボタンをクリックします。 

 

※ [見積側データ設定]の内容は、他の積算書データ 

   にも反映する共通データです。 

 

 

■ 02. 工事名の設定  

 

工事名を設定します。 

この内容は、積算書の左部(図中□)に表示され、

この工事名ごとに明細を作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[設定]メニュー／[工事名の設定]を選択します。 

[工事名の設定]ダイアログが表示されます。 

 

登録・修正する工事名をリストより選択し、登録する工事名を入力

後、[登録]ボタンをクリックします。 

 

※[工事名の設定]の内容は、積算書を新規作成または自動積算で作 

成したときの初期値となります。 

 



■ 03. 表題  

 

表題(提出先)を入力します。この内容は、見積書表紙に印刷されます。 

 

[表示]メニュー／[表題]または を選択します。 
[提出先入力]ダイアログが表示されます。 

 

各項目を入力します。 

[提出日]・[工期]はクリックすることで変更すること

ができます。 

 

※1 積算書データを【自動積算拾い出し】プログラム 

    で作成したときは、[提出日]・[施主名]・[住所]・ 

    [工事名称]・[工事場所]・[工期]の内容は【仕様.  

    構造図】プログラムで設定した内容が反映されま 

    す。 

※2 [表題]の内容は、積算書データごとに設定する必 

    要があります。 

 

 

 

 
 

工事名ごとの明細を作成します。明細書には表示方法が４タイプあります。 

 

[実行予算明細書]       [見積金額明細書]  

[名称]･[摘要]･[数量]･[単位]･[発注先]
の変更可

 [摘要]･[単価]
の変更可

 

[見積明細段違い]       [見積明細画面分割]  

見積の[摘要]･[単価]
の変更可

見積の[摘要]･[単価]
の変更可



■ 01. 明細書の項目修正  

 

明細書の項目を修正してみます。 

 
 

編集したい項目をマウスでダブルクリックすると、編集することができます。 

編集後は、 Enter  キーを押下することで編集内容が反映されます。 

また、編集する項目を選択した状態(  表示)で  Enter  キーを押下しても編集することができ

ます。 

 

 

■ 02. 明細書の項目追加  

 

明細書に項目追加をしてみます。 

項目追加は、01 の修正と同じように空欄を編集して追加することができますが、部材単価表から追

加する方法もあります。 

 

(部材単価表)をクリックします。 
画面下に[部材単価表]が表示されます。 

 

 
 

[部材単価表]から追加する項目をダブルクリックすると、選択している行に挿入されます。 

 

をクリックすると、部材単価の別項目を選択することができます。 
※ [設定]メニュー／[工事関連付け設定]で工事名ごとに選択する項目の初期値を設定することが 

   できます。 

をクリックすると、[部材修正]ダイアログが

表示され、選択している部材の内容を修正することができま

す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 03. 小計項目の作成  

 

工事名の明細書の中に小計を作成することができます。 

 

小計を作成する行を選択します。 

(ドラッグなどして選択しま

す。  ・  表示) 

 

選択部分の上で右クリックし、

[小計の編集]を選択します。 

※ [データ]メニュー／[小計の 

   編集]でも選択できます。 

 

[小計の編集]ダイアログが表示されます。 

[小計番号]と[小計名称]を設定して、[OK]ボタンをクリックし

ます。 

 

小計項目が作成されます。 

画面左下に小計の一覧が表示されます。小計名称をクリックす

ると、小計の内容が明細表に表示されます。 

工事名の詳細に戻るには、「＜＜戻る＞＞」を選択します。 

 

明細表には、小計名称と合計金額のみ表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 04. 小計項目の展開  

 

03 で作成した小計を展開してみます。 

 

小計を作成する行を選択します。 

 

選択部分の上で右クリックし、

[小計の編集]を選択します。 

※ [データ]メニュー／[小計の 

   編集]でも選択できます。 

 

 

[小計の編集]ダイアログが表示されます。 

[小計を解除して現在の行に展開する。]を選択して、[OK]ボタ

ンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

小計項目が展開されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【積算書】プログラムで単価も編集することができますが、この

編集した単価の内容を【部材単価登録】プログラムに反映させる

ことができます。 

 

[設定]メニュー／[単価と同期]を選択し、チェックがついた状態

にします。(もう一度選択するとチェックが外れます) 

 

この状態で、単価を編集すると編集に応じて部材単価登録データ

も単価も自動で編集されます。 

 

 

 

 

また、【部材単価登録】プログラムの単価の内容を積算書データに反映させることもできます。部材

単価登録データを修正したときなどに便利な機能です。 

 

一覧表を選択した状態で、[データ]メニュー／[部材アップデー

ト]を選択します。 

[部材更新]メッセージで[OK]を選択したらアップデートされます。 

※ メッセージ内の日付は、最後に部材アップデートした日付、ま

たは積算書データを作成した日付です。 



 
 

一覧表を編集します。一覧表には表示方法が３タイプあります。 

 

[実行予算一覧表]                 [見積金額一覧表]  

[工事名]の変更可 [工事名]の変更可

 

[予算管理一覧表]   
 

[工事名]･[利率]･[利益額]
の変更可

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 01. 利率の入力  

 

予算管理一覧表では[利率]を入力することができます。 

 

全ての工事名を同じ利率に設定したいときは、[設定]メニュー

／[利率の一括入力]を選択し、チェックがついた状態にします。

(もう一度選択するとチェックが外れます) 

 

この状態で、利率を入力すると全ての工事名の利率が一括で変

更されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■ 02. 合計値表示  

 

全ての工事名の合計値を表示させましょう。 

(合計値表示)をクリックします。 
画面右下に[合計値表示]が表示されます。 

 

一覧表を表示しているときの[合計表示]の内部をダブルクリッ

クすると、[値引処理]ダイアログが表示され、値引金額を設定

することができます。 

[値引処理]・[利益全額]・[総合計]を入力することにより、[値

引処理]・[利益全額]・[消費税]・[総合計]が自動再計算されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

＜一覧表示時＞ 
＜明細表示時＞ 
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